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V337b CTA大口径望遠鏡初号機用カメラの最終デザイン
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高エネルギー宇宙物理学の更なる発展を目指して現在、Cherenkov Telescope Array（CTA）計画が国際共同
実験として進行している。この計画は異なる口径を持つチェレンコフ望遠鏡を複数設置して高エネルギーガンマ
線を観測する計画である。我々はその中でも大口径望遠鏡（LST）の開発を行なっている。LST初号機用のカメ
ラには 1台あたり約 2000本の光電子増倍管が検出素子として搭載される予定であり、読み出し回路を含めた性能
評価やカメラ全体の冷却機構、検出効率を上げるためのライトガイドの設計と開発を行なってきた。本講演では、
LST初号機用カメラの最終デザインについて報告する。


